青明舎　　フェイスシート

平成21年3月23日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　大國　英里　様
	男・女　
	昭和49年4月　4日（34歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市大字櫛引字前田27-5
	電話　自宅：0178-279422

	
	
	携帯：090-9530-0669

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	眼科、皮膚科（通院）

	
	発症時期
	Ｈ14年5月頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約6年

	
	入院回数
	10回
	延べ入院年数
	詳細不明

	医療機関
	　八戸日赤病院　（主治医　遠藤Dｒ）
	外来受診日
	隔週　木曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳（１級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金１級　　（月額　約10万円）※本人管理

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	実家　月・木（日赤デイケア）　木曜日（日赤外来）

	住まいの場
	実家

	登録年月日
	H18年9月6日
	身長
	150cm
	体重
	58kg

	最終学歴
	林学園八戸市調理師専門学校
	免許・資格
	普通自動車（ＡＴ限定）

調理師

	職　歴
	焼き肉レストラン一心亭（ウエイトレス）
	４年間

	
	八戸高専（学食）
	６ヶ月間

	
	尾形
	４年間

	保　護　者
	氏名　　大國　清志　様
	続柄　　　父　　　（　同居　・否　）

	
	住所　　八戸市大字櫛引字前田27-5
	電話　　　0178-27-9422

	利用目的

・就労の為に利用。

	入院・治療歴　初診日（H14年5月　日）

H14年5月　日～H14年　月　日　　　　初入院　　　　　　八戸日赤病院

H19年2月27日～H19年3月　　　　　　最終入院　　　　　八戸日赤病院


	生活歴

八戸で同胞2名の長女として出生する。幼い頃から体が弱く小児科に3回の入院歴があるが、小・中学卒業し、高校卒業後はサービス業に就職する。専門学校の入学金を貯める為、八戸市内で４年間働く。22歳で八戸調理師専門学校へ通い卒業する。卒業後は半年間八戸工専学校の学食で働き、その後は五戸町にある「馬肉店尾形」で4年間働く。その間、本人26歳時に結婚しアパートで2人暮らしを始めるが、平成14年の4月頃から拒食や幻覚・幻聴・幻視が現れる。本人は「お化けが見える。」と話している。夫婦でアパートの近くのスーパーで買い物をしている際、店の包丁を全て買い物カゴの中に入れる等、幻聴に左右された行動をとり、母親と日赤病院を受診し即日精神科病棟へ入院となる。2週間程入院し症状が落ち着いた為に退院し自宅療養となるが、夫婦で本人の実家で同棲生活を始める。その後夫との関係性が悪くなり、Ｈ16年に離婚。その後本人は、自宅で両親と生活するが、その間何度か体調を崩し、計8回の短期入院をする(詳細不明)。平成18年9月6日日赤デイケアの友人の紹介で青明舎の事を知り、就労相談場所として青明舎登録を行う。その後、青明舎で掃除訓練の作業を開始する。平成19年2月27日に体調を崩し幻聴や幻視が現れ、1週間程の短期入院をしている。現在は実家に両親と一緒に住み、日赤外来に通院し、日赤デイケアを利用している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】口論をすることがあるが現在は本人が家事手伝いを行うようになり、関係も良好である。

【母】本人と一緒に買い物に行くなど、本人の相談相手であり、関係は良好である。

【弟】静岡に在住しており、お盆や正月に帰省する。

【本人】障害年金は自己管理しており、毎月家に2万円入れている。家事などの手伝いを行なっている。


平成21年3月23日（月）

	氏　名
	大國　英里　様
	男・女
	生年月日
	昭和49年　　4月　4日（34歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：就職できるように作業能力を身に付けたい。

短期目標：生活リズムを整え、仕事に向けて自分のペースで体力を付けていく。


	これまでの経過　（前回評価日：H20年7月28日）

	前回問題点
20年9月中旬～現在までうみねこ幸房の体験利用を約半年間継続している。実習開始直後は慣れない環境の為に緊張があったが、徐々に環境に慣れ他利用者とも交流をとることができている。作業時間に関しては、最初は週2回の午前から始め、徐々にステップアップを行い、現在は週3日のフルタイムで作業を行い、時間と日数を増やしている。また、体調不良以外はほぼ休むことなく、体験利用を行っている。パン作業とランチへ交互に作業を行っていたが、パン作業では、主にメンテナンスや掃除を行い、ランチではテーブルセッティング等の軽作業を行っている。

【うみねこ幸房正式利用について】

3月10日に、本人・母親・うみねこ幸房スタッフ・青明舎スタッフで、「これまでの体験利用の振返りとうみねこ幸房正式利用について」ケース会議実施している。母親からは自宅での生活状況について確認し、自宅では全く家事や身の周りのことは自主的に行うことは無く、母様から促されて行うことが多い。また服薬量が多いためか、一日中眠気が強いとのことで、体験利用の無い日には長時間寝ている事が見られる。家族に対しては感情的になることが多々あったり、話しを本人の都合の良いように解釈し二転三転するとのことで家族も対応に困っていると話している。体験利用については、作業中の危険予知能力が低く、何度も注意を促しても理解力が低く、くり返し同様の行動をとることがある。パン作業では、焼き釜等の高温になる設備もある為に、本人と相談をして今後はランチ作業をメンインで行っていくことにしている。検討の結果、4月よりうみねこ幸房正式利用とし、本人はパン作業を希望していたが上記の問題点からも幸房側の評価として、パン作業では雑務しか任せられないとのことで本人からランチへと希望変更があり、正式利用へ向けて、今後はランチ作業を行っていく事としている。

　今後青明舎では、本人のうみねこ幸房の正式利用に向けて、市役所でサービス利用の申請の同行を行って行くこととしている。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	うみねこ幸房利用について

（幸房利用までの調整）
	・市役所へ同行し、サービス利用の申請手続きを行う。

・定期的に本人と面談を行い、振返りと評価を行う。

・うみねこ幸房を訪問し、本人の様子を見る。

・家族へ対して面談を行い、自宅での様子について確認し、幸房での様子を提供する。


	ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
市内在住











この間短い入院が計8回ある


（詳細不明）








市内在住





市内在住





本人（34歳）





静岡在住（29歳）





H16年（離婚）











